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《道路・交通対策、情報ネットワーク強化及び交流事業の推進》 

◇ ハード事業 

都市計画道路事業（町） 区画整理事業による改良・舗装事業の推進 

町道整備事業 
幹線町道の改良・舗装事業の推進 

快適環境等を考慮した道路整備、道路施設の延命化対策 

交通安全施設整備事業 交通安全施設整備の促進 

都市計画道路事業（県） 改良・舗装事業の促進 

県道整備事業 改良・舗装事業の促進 

除雪対策事業 
除排雪作業体制の充実 

消雪施設の設置・更新、消雪溝の設置 

情報交流施設整備事業 情報交流スペースの確保 

情報発信機能強化事業 スマートフォン、タブレット端末等を活用した行政サービス 

情報通信施設整備事業 情報通信機能の強化 

公共バス等整備事業 利便性の高い公共バスの整備 

除雪機械等整備事業 除雪機械等の整備 

移住交流体験施設整備事業 お試し移住体験施設の整備 

◇ ソフト事業 

都市計画道路事業 都市計画道路網の見直し等 

生活道路整備事業 生活道路の舗装・改良等への助成 

公共交通支援事業 利便性の高い公共バス体制の維持・向上 

交流事業 
地域資源を活かした交流事業の推進 

ふるさと体験事業、ビーチボールの普及・啓発 

移住交流体験施設管理運営事業 さゝ郷ほたる交流館の運営等 

並行在来線対策事業 泊駅及び越中宮崎駅の機能強化 

 

《暮らしの環境充実》 

◇ ハード事業 

簡易水道事業 老朽施設の改善・整備 

下水道事業 下水道事業の推進 

消防団拠点施設整備事業 消防団拠点施設の整備 

消防自動車等整備事業 
消防車両の計画的な更新 

消防資機材の充実 

消防水利施設整備事業 防火水槽等の整備促進 

町営住宅長寿命化・利便性向上事業 町営住宅の維持管理・環境充実 

移住・定住促進事業 住宅用地の造成等の住宅環境整備 

資源物回収施設整備事業 資源物の回収拠点の整備 

新エネルギー導入促進事業 自然エネルギーの利用促進 

消防団装備強化事業 消防団の装備の充実・強化 

高規格救急車整備事業 高規格救急車の計画的な更新 

救急資機材整備事業 救急資機材の充実 

防災対策事業 防災資機材等の整備 

治山治水事業 治山治水事業の推進 

都市公園等整備事業 都市公園等の整備 

土地区画整理事業 泊駅南土地区画整理事業 

◇ ソフト事業 

定住サポート事業 定住サポート事業の啓発・促進 

民間賃貸住宅建設促進事業 民間賃貸住宅建設促進 

既存住宅リフォーム支援事業 住宅リフォームの助成 

移住・定住促進事業 
ＵＩＪターン向け住宅促進事業 

ふるさと回帰支援センター出展 

空き家対策事業 空き家情報の提供と支援体制の構築 

 

17 

第２章 朝日町の現状               
１．人口・世帯動向 

（１）総人口、世帯数 
朝日町の平成 27 年における人口は 12,246 人、世帯数は 4,514 世帯であり、人口、世帯

数ともに減少傾向を示している。また、１世帯当たり人員は、平成２年に 3.51 人／世帯

であったのが、平成 27 年では 2.71 人／世帯と減少しており、核家族化・小世帯化が進行

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 27年 

人口 17,569 17,007 15,915 14,700 13,651 12,246 

世帯数 5,005 5,179 4,986 4,886 4,718 4,514 

１世帯当たり人員 3.51 3.28 3.19 3.01 2.89 2.71 
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資料：国勢調査（平成２年～平成 27年） 

人口・世帯数の推移 

単位：人、世帯、人/世帯 
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（２）年齢別人口 
平成 27 年の年齢別人口をみると、年少人口（15 歳未満）が 1,094 人（8.9％）、生産年

齢人口（15～64 歳）が 6,141 人（50.2％）、老年人口（65 歳以上）が 5,011 人

（40.9％）となっており、少子高齢化が一層進行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 27年 

年少人口 

(15歳未満) 

2,838  2,393  2,011  1,627  1,349  1,094  

16.2% 14.1% 12.6% 11.1% 9.9% 8.9% 

生産年齢人口 

（15～64歳） 

11,405  10,744  9,554  8,594  7,525  6,141  

64.9% 63.1% 60.1% 58.4% 55.1% 50.2% 

老年人口 

（65歳以上） 

3,326  3,870  4,350  4,479  4,777  5,011  

18.9% 22.8% 27.3% 30.5% 35.0% 40.9% 

総数 
17,569  17,007  15,915  14,700  13,651  12,246  

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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年齢３区分別人口割合の推移 

資料：国勢調査（平成２年～平成 27年） 

資料：国勢調査（平成２年～平成 27年） 

単位：人、％ 
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（３）人口動態 
平成 21 年から平成 27 年にかけての人口動態の推移をみると、自然動態、社会動態とも

に減少で推移している。特に出生数が少ないことから、死亡者数が出生者数を上回る自然

減少が顕著となっている。 

年間の人口増減数は、231 人～310人の減少となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 次 
自然動態 社会動態 

増減数 
出生 死亡 自然増減 転入 転出 社会増減 

平成 21年 59 201 -142 261 350 -89 -231 

平成 22年 62 226 -164 246 342 -96 -260 

平成 23年 60 201 -141 201 356 -155 -296 

平成 24年 53 235 -182 302 354 -52 -234 

平成 25年 62 224 -162 227 346 -119 -281 

平成 26年 55 216 -161 235 359 -124 -285 

平成 27年 47 216 -169 212 353 -141 -310 
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資料：富山県統計調査課 「富山県の人口」 

単位：人 

資料：富山県統計調査課 「富山県の人口」 
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（２）年齢別人口 
平成 27 年の年齢別人口をみると、年少人口（15 歳未満）が 1,094 人（8.9％）、生産年

齢人口（15～64 歳）が 6,141 人（50.2％）、老年人口（65 歳以上）が 5,011 人

（40.9％）となっており、少子高齢化が一層進行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 27年 

年少人口 

(15歳未満) 

2,838  2,393  2,011  1,627  1,349  1,094  

16.2% 14.1% 12.6% 11.1% 9.9% 8.9% 

生産年齢人口 

（15～64歳） 

11,405  10,744  9,554  8,594  7,525  6,141  

64.9% 63.1% 60.1% 58.4% 55.1% 50.2% 

老年人口 

（65歳以上） 

3,326  3,870  4,350  4,479  4,777  5,011  

18.9% 22.8% 27.3% 30.5% 35.0% 40.9% 

総数 
17,569  17,007  15,915  14,700  13,651  12,246  

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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資料：国勢調査（平成２年～平成 27年） 

資料：国勢調査（平成２年～平成 27年） 

単位：人、％ 
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（３）人口動態 
平成 21 年から平成 27 年にかけての人口動態の推移をみると、自然動態、社会動態とも

に減少で推移している。特に出生数が少ないことから、死亡者数が出生者数を上回る自然

減少が顕著となっている。 

年間の人口増減数は、231 人～310人の減少となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 次 
自然動態 社会動態 

増減数 
出生 死亡 自然増減 転入 転出 社会増減 

平成 21年 59 201 -142 261 350 -89 -231 

平成 22年 62 226 -164 246 342 -96 -260 

平成 23年 60 201 -141 201 356 -155 -296 

平成 24年 53 235 -182 302 354 -52 -234 

平成 25年 62 224 -162 227 346 -119 -281 

平成 26年 55 216 -161 235 359 -124 -285 

平成 27年 47 216 -169 212 353 -141 -310 
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資料：富山県統計調査課 「富山県の人口」 

単位：人 

資料：富山県統計調査課 「富山県の人口」 
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（４）地区別人口・世帯数 
平成２年から平成 27 年までの地区別人口の推移をみると、全ての地区で減少傾向を示

しており、中でも「境地区」「笹川地区」「宮崎地区」「山崎地区」では減少率が 40％以

上と、人口減少が顕著となっている。 

一方、世帯数については、五箇庄地区が増加率 13.7％となっているものの、他の地区で

は減少傾向を示しており、中でも「境地区」「笹川地区」では減少率 20％以上と、人口と

同様に世帯数の減少も顕著となっている。 

 

 

区 分 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 27年 

平成２年～平成 27年 

増減数 
増減率

（％） 

大家庄 
人 口 2,445  2,359  2,277  2,119  1,976  1,850 -595  -24.3  

世帯数 632  628  631  608  591  605 -27  -4.3 

山 崎 
人 口 1,823  1,718  1,614  1,401  1,284  1,059 -764  -41.9  

世帯数 495  498  479  465  467  419 -76  -15.4 

南 保 
人 口 1,374  1,369  1,291  1,170  1,059  913 -461  -33.6  

世帯数 378  418  413  396  369  346 -32  -8.5 

五箇庄 
人 口 2,306  2,407  2,434  2,267  2,164  1,992 -314  -13.6  

世帯数 634  687  736  728  733  721 87  13.7  

泊 
人 口 7,519  7,150  6,565  6,249  5,826  5,300 -2,219  -29.5  

世帯数 2,254  2,288  2,131  2,162  2,073  1,978 -276  -12.2 

笹 川 
人 口 507  456  432  364  315  265 -242  -47.7  

世帯数 158  157  156  139  125  114 -44  -27.8  

宮 崎 
人 口 760  700  599  544  516  438 -322  -42.4  

世帯数 204  202  184  182  175  171 -33  -16.2  

境 
人 口 835  848  703  587  511  429 -406  -48.6 

世帯数 250  301  256  205  185  160 -90  -36.0  

総 数 
人 口 17,569  17,007  15,915  14,701  13,651  12,246 -5,323  -30.3 

世帯数 5,005  5,179  4,986  4,885  4,718  4,514 -491 -9.8  

 
 

単位：人、世帯 

資料：国勢調査 
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（５）昼夜間人口及び通勤・通学流動 
朝日町の昼夜間人口比率（夜間人口 100 人当たりの昼間人口）は、平成 22 年で 85.4％

となっており、流出超過の傾向が続いている。 

また、平成 22 年における他市町から朝日町への通勤・通学者をみると、入善町が 936

人で最も多く、次いで黒部市（343 人）、魚津市（131人）となっている。 

一方、朝日町から町外への通勤・通学者をみると、入善町が 1,224 人で最も多く、次い

で黒部市（1,178 人）、魚津市（505 人）となっており、通勤・通学流動では、新川広域

圏を形成する２市１町との結びつきが強いことがうかがえる。 

この他、朝日町は新潟県との県境に位置していることから、糸魚川市との結びつきが特

徴として挙げられる。 

 

■昼夜間人口 

年 次 夜間人口① 流出人口② 流入人口③ 
昼間人口 

①-②＋③＝④ 

昼夜間人口比率 

④/①×100 

平成２年 17,569 4,129 1,388 14,828 84.4% 

平成７年 17,007 4,169 1,577 14,415 84.8% 

平成 12年 15,915 4,064 1,540 13,391 84.1% 

平成 17年 14,700 3,780 1,571 12,491 85.0% 

平成 22年 13,651 3,565 1,568 11,654 85.4% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■通勤・通学による流入・流出先別人口（平成 22年） 

区 分 入善町 黒部市 魚津市 富山市 滑川市 
新潟県 

糸魚川市 

その他 

（富山県内） 

その他 

（県外） 
計 

流 入 936 343 131 38 29 60 13 10 1,560 

流 出 1,224 1,178 505 421 80 59 54 37 3,558 

差 引 -288 -835 -374 -383 -51 1 -41 -27 -1,998 

 

 

昼夜間人口及び昼夜間人口比率の推移 

単位：人 

資料：国勢調査（平成 27年国勢調査の値は未公表） 

※従業地・通学地「不詳」を含む。 

単位：人 
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（４）地区別人口・世帯数 
平成２年から平成 27 年までの地区別人口の推移をみると、全ての地区で減少傾向を示

しており、中でも「境地区」「笹川地区」「宮崎地区」「山崎地区」では減少率が 40％以

上と、人口減少が顕著となっている。 

一方、世帯数については、五箇庄地区が増加率 13.7％となっているものの、他の地区で

は減少傾向を示しており、中でも「境地区」「笹川地区」では減少率 20％以上と、人口と

同様に世帯数の減少も顕著となっている。 

 

 

区 分 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 27年 

平成２年～平成 27年 

増減数 
増減率

（％） 

大家庄 
人 口 2,445  2,359  2,277  2,119  1,976  1,850 -595  -24.3  

世帯数 632  628  631  608  591  605 -27  -4.3 

山 崎 
人 口 1,823  1,718  1,614  1,401  1,284  1,059 -764  -41.9  

世帯数 495  498  479  465  467  419 -76  -15.4 

南 保 
人 口 1,374  1,369  1,291  1,170  1,059  913 -461  -33.6  

世帯数 378  418  413  396  369  346 -32  -8.5 

五箇庄 
人 口 2,306  2,407  2,434  2,267  2,164  1,992 -314  -13.6  

世帯数 634  687  736  728  733  721 87  13.7  

泊 
人 口 7,519  7,150  6,565  6,249  5,826  5,300 -2,219  -29.5  

世帯数 2,254  2,288  2,131  2,162  2,073  1,978 -276  -12.2 

笹 川 
人 口 507  456  432  364  315  265 -242  -47.7  

世帯数 158  157  156  139  125  114 -44  -27.8  

宮 崎 
人 口 760  700  599  544  516  438 -322  -42.4  

世帯数 204  202  184  182  175  171 -33  -16.2  

境 
人 口 835  848  703  587  511  429 -406  -48.6 

世帯数 250  301  256  205  185  160 -90  -36.0  

総 数 
人 口 17,569  17,007  15,915  14,701  13,651  12,246 -5,323  -30.3 

世帯数 5,005  5,179  4,986  4,885  4,718  4,514 -491 -9.8  

 
 

単位：人、世帯 

資料：国勢調査 
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（５）昼夜間人口及び通勤・通学流動 
朝日町の昼夜間人口比率（夜間人口 100 人当たりの昼間人口）は、平成 22 年で 85.4％

となっており、流出超過の傾向が続いている。 

また、平成 22 年における他市町から朝日町への通勤・通学者をみると、入善町が 936

人で最も多く、次いで黒部市（343 人）、魚津市（131 人）となっている。 

一方、朝日町から町外への通勤・通学者をみると、入善町が 1,224 人で最も多く、次い

で黒部市（1,178 人）、魚津市（505 人）となっており、通勤・通学流動では、新川広域

圏を形成する２市１町との結びつきが強いことがうかがえる。 

この他、朝日町は新潟県との県境に位置していることから、糸魚川市との結びつきが特

徴として挙げられる。 

 

■昼夜間人口 

年 次 夜間人口① 流出人口② 流入人口③ 
昼間人口 

①-②＋③＝④ 

昼夜間人口比率 

④/①×100 

平成２年 17,569 4,129 1,388 14,828 84.4% 

平成７年 17,007 4,169 1,577 14,415 84.8% 

平成 12年 15,915 4,064 1,540 13,391 84.1% 

平成 17年 14,700 3,780 1,571 12,491 85.0% 

平成 22年 13,651 3,565 1,568 11,654 85.4% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■通勤・通学による流入・流出先別人口（平成 22年） 

区 分 入善町 黒部市 魚津市 富山市 滑川市 
新潟県 

糸魚川市 

その他 

（富山県内） 

その他 

（県外） 
計 

流 入 936 343 131 38 29 60 13 10 1,560 

流 出 1,224 1,178 505 421 80 59 54 37 3,558 

差 引 -288 -835 -374 -383 -51 1 -41 -27 -1,998 

 

 

昼夜間人口及び昼夜間人口比率の推移 

単位：人 

資料：国勢調査（平成 27年国勢調査の値は未公表） 

※従業地・通学地「不詳」を含む。 

単位：人 
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（６）都市計画区域、用途地域指定区域内人口 
朝日町の行政区域面積は 22,741ha であり、そのうち、都市計画区域が 5,453ha（行政区

域に占める割合：約 24.0％）、用途地域が 229.9ha（行政区域に占める割合：約 1.0％）

指定されている。 

平成 27 年の都市計画区域内人口は 12,229 人であり、平成２年と比較して 30.0％の減少

となっている。また、平成 27 年の用途地域指定区域内人口は 4,691 人であり、平成２年

と比較して 29.1％の減少となっている。 

 

■行政区域、都市計画区域、用途地域指定区域内人口の推移 

区  域 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 27年 
増減率 

H27/H２ 

行政区域 17,569 17,007 15,915 14,700 13,651 12,246 -30.3％ 

都市計画区域 17,471 16,912 15,810 14,657 13,612 12,229 -30.0％ 

用途地域指定区域 6,620 6,408 5,745 5,263 5,147 4,691 -29.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画区域内と用途地域内の人口推移 

単位：人 

資料：国勢調査、平成 25年度朝日町都市計画基礎調査 

※泊一区、泊ニ区、泊三区、五箇庄地区においては、全てが用途地域指定区域ではないため、表の用途地域

指定区域の人口（平成２年～平成 27 年）については、住民基本台帳（平成 28 年 4 月）から求めた人口比

率を基に算出。 
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２．産業動向 

（１）産業分類別就業者構成 
平成 27 年の産業分類別就業者人口は、第１次産業就業者人口が 317 人（5.3％）、第２

次産業就業者人口は 2,123 人（35.3％）、第３次産業就業者人口は 3,536 人（58.8％）で

あり、第３次産業に従事する人が半数を超えている。 

一方、産業大分類別に見ると、製造業が 1,544人（25.7％）と最も多くなっている。 

 

■産業分類別人口（平成 27年） 

区 分 
従業者数 

（人） 

構成比 

（％） 

農業 273  4.5  

林業 10  0.2  

漁業 34  0.6  

 第１次産業合計 317  5.3  

鉱業、採石業、砂利採取業 3  0.0  

建設業 576  9.6  

製造業 1,544  25.7  

 第２次産業合計 2,123  35.3  

電気・ガス・熱供給・水道業 28  0.5  

情報通信業 34  0.6  

運輸業，郵便業 239  4.0  

卸売業，小売業 702  11.7  

金融業，保険業 87  1.4  

不動産業，物品賃貸業 23  0.4  

学術研究，専門・技術サービス業 72  1.2  

宿泊業，飲食サービス業 362  6.0  

生活関連サービス業，娯楽業 243  4.0  

教育，学習支援業 248  4.1  

医療，福祉 840  14.0  

複合サービス事業 85  1.4  

サービス業（他に分類されないもの） 368  6.1  

公務（他に分類されるものを除く） 205  3.4  

 第３次産業合計 3,536  58.8  

分類不能の産業 35  0.6  

合 計 6,011  100.0  

 

 

資料：国勢調査 
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（６）都市計画区域、用途地域指定区域内人口 
朝日町の行政区域面積は 22,741ha であり、そのうち、都市計画区域が 5,453ha（行政区

域に占める割合：約 24.0％）、用途地域が 229.9ha（行政区域に占める割合：約 1.0％）

指定されている。 

平成 27 年の都市計画区域内人口は 12,229 人であり、平成２年と比較して 30.0％の減少

となっている。また、平成 27 年の用途地域指定区域内人口は 4,691 人であり、平成２年

と比較して 29.1％の減少となっている。 

 

■行政区域、都市計画区域、用途地域指定区域内人口の推移 

区  域 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 27年 
増減率 

H27/H２ 

行政区域 17,569 17,007 15,915 14,700 13,651 12,246 -30.3％ 

都市計画区域 17,471 16,912 15,810 14,657 13,612 12,229 -30.0％ 

用途地域指定区域 6,620 6,408 5,745 5,263 5,147 4,691 -29.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画区域内と用途地域内の人口推移 

単位：人 

資料：国勢調査、平成 25年度朝日町都市計画基礎調査 

※泊一区、泊ニ区、泊三区、五箇庄地区においては、全てが用途地域指定区域ではないため、表の用途地域

指定区域の人口（平成２年～平成 27 年）については、住民基本台帳（平成 28 年 4 月）から求めた人口比

率を基に算出。 
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２．産業動向 

（１）産業分類別就業者構成 
平成 27 年の産業分類別就業者人口は、第１次産業就業者人口が 317 人（5.3％）、第２

次産業就業者人口は 2,123 人（35.3％）、第３次産業就業者人口は 3,536 人（58.8％）で

あり、第３次産業に従事する人が半数を超えている。 

一方、産業大分類別に見ると、製造業が 1,544人（25.7％）と最も多くなっている。 

 

■産業分類別人口（平成 27年） 

区 分 
従業者数 

（人） 

構成比 

（％） 

農業 273  4.5  

林業 10  0.2  

漁業 34  0.6  

 第１次産業合計 317  5.3  

鉱業、採石業、砂利採取業 3  0.0  

建設業 576  9.6  

製造業 1,544  25.7  

 第２次産業合計 2,123  35.3  

電気・ガス・熱供給・水道業 28  0.5  

情報通信業 34  0.6  

運輸業，郵便業 239  4.0  

卸売業，小売業 702  11.7  

金融業，保険業 87  1.4  

不動産業，物品賃貸業 23  0.4  

学術研究，専門・技術サービス業 72  1.2  

宿泊業，飲食サービス業 362  6.0  

生活関連サービス業，娯楽業 243  4.0  

教育，学習支援業 248  4.1  

医療，福祉 840  14.0  

複合サービス事業 85  1.4  

サービス業（他に分類されないもの） 368  6.1  

公務（他に分類されるものを除く） 205  3.4  

 第３次産業合計 3,536  58.8  

分類不能の産業 35  0.6  

合 計 6,011  100.0  

 

 

資料：国勢調査 
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（２）農業 
販売農家数は、平成 12 年の 912 戸から平成 27 年の 329 戸と 583 戸減少し、販売農家の

世帯員数も、平成 12年の 3,922人から平成 27年の 1,223 人と 2,699人減少している。 

また、販売農家の経営耕地総面積についても、平成 12 年の 1,342ha から平成 27 年には

867haと 475ha減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）工業 
従業員４人以上の事業所数は、減少傾向を示しており、平成 26 年では 21 事業所となっ

ている。また、従業者数についても減少傾向を示しており、平成 26 年では 612 人となっ

ている。 

製造品出荷額等については、増減を繰り返しながら、平成 26 年では 12,130 百万円とな

っている。 
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資料：工業統計調査 

※従業者４人以上の事業所 

資料：世界農林業センサス（平成 12年、平成 22年）、農林業センサス（平成 17年、平成 27年） 
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（４）商業 
事業所数及び従業者数は、減少傾向を示しており、平成 26年では 146 事業所、587 人と

なっている。 

また、年間商品販売額については、平成 19 年まで減少傾向を示していたが、平成 26 年

では増加に転じ 12,422百万円となっている。 
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資料：商業統計調査 
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（２）農業 
販売農家数は、平成 12 年の 912 戸から平成 27 年の 329 戸と 583 戸減少し、販売農家の

世帯員数も、平成 12年の 3,922人から平成 27年の 1,223人と 2,699人減少している。 

また、販売農家の経営耕地総面積についても、平成 12 年の 1,342ha から平成 27 年には

867ha と 475ha減少している。 
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資料：工業統計調査 

※従業者４人以上の事業所 

資料：世界農林業センサス（平成 12年、平成 22年）、農林業センサス（平成 17年、平成 27年） 
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（４）商業 
事業所数及び従業者数は、減少傾向を示しており、平成 26年では 146 事業所、587 人と

なっている。 

また、年間商品販売額については、平成 19 年まで減少傾向を示していたが、平成 26 年

では増加に転じ 12,422百万円となっている。 
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３．法適用状況 

（１）都市計画の状況 
朝日町では、昭和 15 年２月 10 日に都市計画区域が指定（当初）されており、現在、そ

の区域面積は 5,453.0ha（行政区域面積 22,741ha の約 24.0％）である。 

また、用途地域が指定されており、現在、その区域面積は 229.9ha である。 

用途地域については、住居系用途地域が３地域（第１種中高層住居専用地域、第１種住

居地域、準住居地域）で 163.0ha、商業系用途地域が２地域（近隣商業地域、商業地域）

で 29.9ha、工業系用途地域が２地域（準工業地域、工業地域）で 37.0ha 指定されている。 

 

■都市計画の法適用状況 

地域・地区 
指定年月日 面 積

（ha） 

建ぺい率 

（％） 

容積率 

（％） 
根拠法 

当 初 最 終 

都市計画区域 S15.2.10 S60.4.2 5,453.0  － － 都市計画法 

第 1種中高層住居専用地域 

S61.4.1 H8.6.20 

54.0  60 200 

都市計画法 

第 1種住居地域 91.0  60 200 

準住居地域 18.0  60 200 

（住居系） 163.0  － － 

近隣商業地域 
14.0  80 200 

4.9  80 300 

商業地域 11.0  80 400 

（商業系） 29.9  － － 

準工業地域 20.0  60 200 

工業地域 17.0  60 200 

（工業系） 37.0  － － 

用途地域 229.9  － － 

 

 

 

（２）その他の法適用状況 
その他の法適用状況としては、朝日県立自然公園が 9,623ha、農振法に基づく農業振興

地域が 2,896ha、森林法に基づく地域森林計画区域が 12,525ha などが指定されている。 

 

■その他の法適用状況 

区分 名称 面積（ha） 

県立自然公園 朝日県立自然公園 9,623 

農業振興地域  2,896 

地域森林計画区域  12,525 

保安林区域  4,376 

 

 

 

 

 

資料：平成 28年度富山県の都市計画（資料編）、富山県ホームページ（白地地域の建築形態規制（H16.4.1施行）） 

資料：町調べ 
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３．法適用状況 

（１）都市計画の状況 
朝日町では、昭和 15 年２月 10 日に都市計画区域が指定（当初）されており、現在、そ

の区域面積は 5,453.0ha（行政区域面積 22,741haの約 24.0％）である。 

また、用途地域が指定されており、現在、その区域面積は 229.9haである。 

用途地域については、住居系用途地域が３地域（第１種中高層住居専用地域、第１種住

居地域、準住居地域）で 163.0ha、商業系用途地域が２地域（近隣商業地域、商業地域）

で 29.9ha、工業系用途地域が２地域（準工業地域、工業地域）で 37.0ha 指定されている。 

 

■都市計画の法適用状況 

地域・地区 
指定年月日 面 積

（ha） 

建ぺい率 

（％） 

容積率 

（％） 
根拠法 

当 初 最 終 

都市計画区域 S15.2.10 S60.4.2 5,453.0  － － 都市計画法 

第 1種中高層住居専用地域 

S61.4.1 H8.6.20 

54.0  60 200 

都市計画法 

第 1種住居地域 91.0  60 200 

準住居地域 18.0  60 200 

（住居系） 163.0  － － 

近隣商業地域 
14.0  80 200 

4.9  80 300 

商業地域 11.0  80 400 

（商業系） 29.9  － － 

準工業地域 20.0  60 200 

工業地域 17.0  60 200 

（工業系） 37.0  － － 

用途地域 229.9  － － 

 

 

 

（２）その他の法適用状況 
その他の法適用状況としては、朝日県立自然公園が 9,623ha、農振法に基づく農業振興

地域が 2,896ha、森林法に基づく地域森林計画区域が 12,525haなどが指定されている。 

 

■その他の法適用状況 

区分 名称 面積（ha） 

県立自然公園 朝日県立自然公園 9,623 

農業振興地域  2,896 

地域森林計画区域  12,525 

保安林区域  4,376 

 

 

 

 

 

資料：平成 28年度富山県の都市計画（資料編）、富山県ホームページ（白地地域の建築形態規制（H16.4.1施行）） 

資料：町調べ 
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４．土地利用状況 

（１）土地利用状況 
土地利用状況について、都市計画区域内では、山林面積が 2,739.6ha（全体に占める割

合 50.3％、以下同様）と最も多く、次いで農地（田）面積が 1,541.1ha（28.3％）、住宅

用地面積が 332.7ha（6.1％）となっている。 

用途地域内では、住宅用地面積が 80.6ha（35.1％）と最も多く、次いで農地（田）面積

が 67.6 ha（29.4％）、道路用地面積が 26.0ha（11.3％）となっている。 

他方、都市計画区域内における自然的土地利用割合は 83.3％（用途地域内では 32.4％、

用途地域外では 85.5％）、都市的土地利用割合は 16.7％（用途地域内では 67.6％、用途

地域外では 14.5％）と、自然的土地利用割合が８割を超えている。 

 

■土地利用状況 

 市 街 地 区 分 

用途地域 

指定区域 

（ha） 

用途地域 

指定外区域 

（ha） 

都市計画区域 

（ha） 

都市計画区域 

（％） 

自然的 

土地利用 

農地 

田 67.6  1,473.5  1,541.1 28.3 

畑 6.0  61.6  67.6 1.2 

小 計 73.6  1,535.1  1,608.7  29.5 

山 林 0.1  2,739.5  2,739.6  50.3 

水 面 0.9  64.6  65.5  1.2 

その他の自然地 0.0  127.0  127.0  2.3 

小     計 74.6  4,466.2  4,540.8  83.3 

都市的 

土地利用 

宅地 

住宅用地 80.6  252.1  332.7  6.1 

商業用地 10.5  19.5 30.0  0.6 

工業用地 16.2  38.7  54.9  1.0 

小 計 107.3  310.3  417.6  7.7 

農林漁業施設用地 0.0  0.0  0.0  0.0  

公益施設用地 15.8  44.1  59.9 1.1 

道路用地 26.0  244.1  270.1 4.9 

交通施設用地 2.9  14.3  17.2  0.3 

公共空地 1.1  25.6  26.7  0.5 

その他公的施設用地 0.9  40.5  41.4 0.8 

その他の空地 1.3  78.0 79.3 1.4 

小     計 155.3  756.9 912.2  16.7 

合     計 229.9  5,223.1 5,453.0  100.0  

 
 
資料：平成 25年度朝日町都市計画基礎調査 
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（２）農地転用状況 
平成 19 年から平成 24 年にかけて、農地転用状況については、都市計画区域内 148 件で

約 7.2ha であり、住宅用地への転用が最も多く 68 件で約 3.0ha であり、次いで工業用地

への転用が 36件で約 1.9haとなっている。 

用途地域内での転用は 23件で約 1.1haであり、用途地域外での転用は 125件で約 6.0ha

となっている。 

 

■農地転用状況 

区 分 

転用用途 
前年末 

の農地 

（㎡） 

住宅用地 商業用地 工業用地 公益施設用地 その他 

件数 

（件） 

面積 

（㎡） 

件数 

（件） 

面積 

（㎡） 

件数 

（件） 

面積 

（㎡） 

件数 

（件） 

面積 

（㎡） 

件数 

（件） 

面積 

（㎡） 

用
途
地
域
指
定
区
域 

平成 19年 5  2,340  0  0  0  0  0  0  3  394  1,155,748  

平成 20年 2  1,018  0  0  0  0  0  0  1  105  1,154,625  

平成 21年 1  2,982  1  2,183  0  0  0  0  1  82  1,149,378  

平成 22年 2  714  0  0  0  0  0  0  0  0  1,148,664  

平成 23年 1  495  0  0  0  0  0  0  0  0  1,148,169  

平成 24年 4  378  0  0  0  0  0  0  2  502  1,147,289  

合計 15  7,927  1  2,183  0  0  0  0  7  1,083  1,147,289  

用
途
地
域
指
定
外
地
域 

平成 19年 11  6,601  2  783  0  0  0  0  8  3,762  15,428,763  

平成 20年 12  4,312  1  373  1  1,712  0  0  3  175  15,422,191  

平成 21年 10  4,609  0  0  2  276  0  0  3  5,994  15,411,312  

平成 22年 4  636  0  0  3  2,849  0  0  3  2,654  15,405,173  

平成 23年 6  2,332  1  3,007  2  1,859  0  0  8  362  15,397,613  

平成 24年 10  3,451  1  1,557  28  12,344  3  321  3  470  15,379,470  

合計 53  21,941  5  5,720  36  19,040  3  321  28  13,417  15,379,470  

合
計 

平成 19年 16  8,941  2  783  0  0  0  0  11  4,156  16,584,511  

平成 20年 14  5,330  1  373  1  1,712  0  0  4  280  16,576,816  

平成 21年 11  7,591  1  2,183  2  276  0  0  4  6,076  16,560,690  

平成 22年 6  1,350  0  0  3  2,849  0  0  3  2,654  16,553,837  

平成 23年 7  2,827  1  3,007  2  1,859  0  0  8  362  16,545,782  

平成 24年 14  3,829  1  1,557  28  12,344  3  321  5  972  16,526,759  

合計 68  29,868  6  7,903  36  19,040  3  321  35  14,500  16,526,759  

 

 

 

資料：平成 25年度朝日町都市計画基礎調査 

※道路用地、交通施設用地、公共空地、その他公的施設用地、その他の空地はその他として集計 

※前年末の農地面積は、平成 19年度都市計画基礎調査の平成 18年の農地面積（㎡）を用いた 
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４．土地利用状況 

（１）土地利用状況 
土地利用状況について、都市計画区域内では、山林面積が 2,739.6ha（全体に占める割

合 50.3％、以下同様）と最も多く、次いで農地（田）面積が 1,541.1ha（28.3％）、住宅

用地面積が 332.7ha（6.1％）となっている。 

用途地域内では、住宅用地面積が 80.6ha（35.1％）と最も多く、次いで農地（田）面積

が 67.6 ha（29.4％）、道路用地面積が 26.0ha（11.3％）となっている。 

他方、都市計画区域内における自然的土地利用割合は 83.3％（用途地域内では 32.4％、

用途地域外では 85.5％）、都市的土地利用割合は 16.7％（用途地域内では 67.6％、用途

地域外では 14.5％）と、自然的土地利用割合が８割を超えている。 

 

■土地利用状況 

 市 街 地 区 分 

用途地域 

指定区域 

（ha） 

用途地域 

指定外区域 

（ha） 

都市計画区域 

（ha） 

都市計画区域 

（％） 

自然的 

土地利用 

農地 

田 67.6  1,473.5  1,541.1 28.3 

畑 6.0  61.6  67.6 1.2 

小 計 73.6  1,535.1  1,608.7  29.5 

山 林 0.1  2,739.5  2,739.6  50.3 

水 面 0.9  64.6  65.5  1.2 

その他の自然地 0.0  127.0  127.0  2.3 

小     計 74.6  4,466.2  4,540.8  83.3 

都市的 

土地利用 

宅地 

住宅用地 80.6  252.1  332.7  6.1 

商業用地 10.5  19.5 30.0  0.6 

工業用地 16.2  38.7  54.9  1.0 

小 計 107.3  310.3  417.6  7.7 

農林漁業施設用地 0.0  0.0  0.0  0.0  

公益施設用地 15.8  44.1  59.9 1.1 

道路用地 26.0  244.1  270.1 4.9 

交通施設用地 2.9  14.3  17.2  0.3 

公共空地 1.1  25.6  26.7  0.5 

その他公的施設用地 0.9  40.5  41.4 0.8 

その他の空地 1.3  78.0 79.3 1.4 

小     計 155.3  756.9 912.2  16.7 

合     計 229.9  5,223.1 5,453.0  100.0  

 
 
資料：平成 25年度朝日町都市計画基礎調査 
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（２）農地転用状況 
平成 19 年から平成 24 年にかけて、農地転用状況については、都市計画区域内 148 件で

約 7.2ha であり、住宅用地への転用が最も多く 68 件で約 3.0ha であり、次いで工業用地

への転用が 36件で約 1.9ha となっている。 

用途地域内での転用は 23 件で約 1.1ha であり、用途地域外での転用は 125件で約 6.0ha

となっている。 

 

■農地転用状況 

区 分 

転用用途 
前年末 

の農地 

（㎡） 

住宅用地 商業用地 工業用地 公益施設用地 その他 

件数 

（件） 

面積 

（㎡） 

件数 

（件） 

面積 

（㎡） 

件数 

（件） 

面積 

（㎡） 

件数 

（件） 

面積 

（㎡） 

件数 

（件） 

面積 

（㎡） 

用
途
地
域
指
定
区
域 

平成 19年 5  2,340  0  0  0  0  0  0  3  394  1,155,748  

平成 20年 2  1,018  0  0  0  0  0  0  1  105  1,154,625  

平成 21年 1  2,982  1  2,183  0  0  0  0  1  82  1,149,378  

平成 22年 2  714  0  0  0  0  0  0  0  0  1,148,664  

平成 23年 1  495  0  0  0  0  0  0  0  0  1,148,169  

平成 24年 4  378  0  0  0  0  0  0  2  502  1,147,289  

合計 15  7,927  1  2,183  0  0  0  0  7  1,083  1,147,289  

用
途
地
域
指
定
外
地
域 

平成 19年 11  6,601  2  783  0  0  0  0  8  3,762  15,428,763  

平成 20年 12  4,312  1  373  1  1,712  0  0  3  175  15,422,191  

平成 21年 10  4,609  0  0  2  276  0  0  3  5,994  15,411,312  

平成 22年 4  636  0  0  3  2,849  0  0  3  2,654  15,405,173  

平成 23年 6  2,332  1  3,007  2  1,859  0  0  8  362  15,397,613  

平成 24年 10  3,451  1  1,557  28  12,344  3  321  3  470  15,379,470  

合計 53  21,941  5  5,720  36  19,040  3  321  28  13,417  15,379,470  

合
計 

平成 19年 16  8,941  2  783  0  0  0  0  11  4,156  16,584,511  

平成 20年 14  5,330  1  373  1  1,712  0  0  4  280  16,576,816  

平成 21年 11  7,591  1  2,183  2  276  0  0  4  6,076  16,560,690  

平成 22年 6  1,350  0  0  3  2,849  0  0  3  2,654  16,553,837  

平成 23年 7  2,827  1  3,007  2  1,859  0  0  8  362  16,545,782  

平成 24年 14  3,829  1  1,557  28  12,344  3  321  5  972  16,526,759  

合計 68  29,868  6  7,903  36  19,040  3  321  35  14,500  16,526,759  

 

 

 

資料：平成 25年度朝日町都市計画基礎調査 

※道路用地、交通施設用地、公共空地、その他公的施設用地、その他の空地はその他として集計 

※前年末の農地面積は、平成 19年度都市計画基礎調査の平成 18年の農地面積（㎡）を用いた 
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（３）道路 
朝日町の都市計画道路の指定状況は、12 路線、計画延長 14,150ｍが都市計画決定されている。 

都市計画道路の整備状況は、都市計画決定されている 12 路線、計画延長 14,150ｍのう

ち、改良済延長は 8,580ｍ、概成済延長は 720ｍであり、整備率は 65.7％（概成済延長を

含む）となっている。 

 
■都市計画道路の現況 

路線 

番号 
路線名称 

計画 整備済 
整備率 

（％） 

決定 

年月日 

（最終） 

幅 員

（ｍ） 

延 長 

（ｍ） 

改良済延長

（ｍ） 

概成済延長

（ｍ） 

3.4.1 月山草野線 16  850  0  0  0.0  S62.4.30 

3.4.2 草野泊線 16  2,200  200  0  0.0  S62.4.30 

3.4.3 泊桜町線 16  3,000  3,000  0  100.0  S62.4.30 

3.4.4 国道 8号線 17  1,360  770  590  100.0  S62.5.23 

3.4.5 国道 8号停車場線 16  450  0  0  0.0  H29.5.30 

3.4.6 停車場東草野線 16  580  90  0  15.5  S62.4.30 

3.5.7 草野東草野線 14  630  0  0  0.0  S62.4.30 

3.5.8 東草野沼保線 12  850  850  0  100.0  S62.4.30 

3.5.9 沼保宮本町線 14  1,040  760  0  73.1  S62.4.30 

3.5.10 東草野平柳線 12  1,100  1,100  0  100.0  S62.4.30 

3.6.11 月山大家庄線 8  1,940  1,810  130  100.0  S62.4.30 

8.7.1 南北連絡線 5  150  0  0  0.0  S62.4.30 

合 計 路線数 12 － 14,150  8,580  720  65.7  － 

 
 
（４）公園 

朝日町では、都市計画決定された公園はないため、その他の公園の整備状況を見ると、

「棚山ファミリーランド」、「朝日町総合運動公園」、「山崎総合運動公園」など、11 箇

所の公園がある。 

公園全体の計画面積は約 21.9ha、緑化面積は約 12.7ha あり、整備率は 100.0％となっ

ている。 

 

■その他の公園の整備状況 

名 称 
計画 

整備済（㎡） 整備率（％） 
面積（㎡） 緑化面積（㎡） 

舟川新公園 964  585  964  100.0  

三枚橋公園 1,921  596  1,921  100.0  

井ノ口公園 984  477  984  100.0  

金山公園 1,611  629  1,611  100.0  

沼の保公園 2,556 795 2,556 100.0 

棚山ファミリーランド 111,781  78,907  111,781  100.0  

不動堂遺跡公園 8,947  8,771  8,947  100.0  

横尾海浜公園 8,250  3,321  8,250  100.0  

朝日町民公園 3,144  3,144  3,144  100.0  

朝日町総合運動公園 66,359  17,686  66,359  100.0  

山崎総合運動公園 12,116  12,067  12,116  100.0  

合 計（11箇所） 218,633  126,978  218,633  100.0  

 

資料：平成 28年度都市計画現況調査（ただし、国道 8号停車場線については、平成 29年 5月 30日に変更したものを記載） 

資料：朝日町都市公園台帳（平成 28年度末現在） 
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（５）下水道 
朝日町の公共下水道（広義）の整備状況は、全体計画処理面積 530.0ha に対し、整備済

の処理面積 390.0ha と整備率は 73.6％、また、全体計画処理人口 12.1 千人に対し、整備

済の処理人口が 9.1千人と整備率は 75.2％となっている。 

一方、泊都市下水路では、計画面積 37ha に対し、整備済の面積が 37ha と整備率は

100.0％となっている。 

 

■下水道の整備状況 

名 称 

認可計画 整備済 整備率（％） 
最終 

決定年月日 
処理面積

（ｈａ） 

処理区域内

人口(千人) 

処理面積 

（ｈａ） 

処理区域内

人口(千人) 
処理面積 

処理区域内

人口 

公共下水

道(広義) 

464.4 

（530.0) 

10.7 

（12.1) 
390.0 9.1 

84.0 

（73.6) 

85.0 

（75.2) 
H24.12.16 

 

 

 

名 称 

計画 整備済 整備率（％） 
最終 

決定年月日 
延長 

（ｍ） 

面積 

（ｈａ） 

延長 

（ｍ） 

面積 

（ｈａ） 
延長 面積 

泊都市 

下水路 
830  37  837.0  37.0  100.8  100.0  S39.9.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 28年度富山県の都市計画（資料編） 

資料：平成 29年度建設課資料 

※（ ）書きは全体計画値 

朝日浄化センター 
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（３）道路 
朝日町の都市計画道路の指定状況は、12 路線、計画延長 14,150ｍが都市計画決定されている。 

都市計画道路の整備状況は、都市計画決定されている 12 路線、計画延長 14,150ｍのう

ち、改良済延長は 8,580ｍ、概成済延長は 720ｍであり、整備率は 65.7％（概成済延長を

含む）となっている。 

 
■都市計画道路の現況 

路線 

番号 
路線名称 

計画 整備済 
整備率 

（％） 

決定 

年月日 

（最終） 

幅 員

（ｍ） 

延 長 

（ｍ） 

改良済延長

（ｍ） 

概成済延長

（ｍ） 

3.4.1 月山草野線 16  850  0  0  0.0  S62.4.30 

3.4.2 草野泊線 16  2,200  200  0  0.0  S62.4.30 

3.4.3 泊桜町線 16  3,000  3,000  0  100.0  S62.4.30 

3.4.4 国道 8号線 17  1,360  770  590  100.0  S62.5.23 

3.4.5 国道 8号停車場線 16  450  0  0  0.0  H29.5.30 

3.4.6 停車場東草野線 16  580  90  0  15.5  S62.4.30 

3.5.7 草野東草野線 14  630  0  0  0.0  S62.4.30 

3.5.8 東草野沼保線 12  850  850  0  100.0  S62.4.30 

3.5.9 沼保宮本町線 14  1,040  760  0  73.1  S62.4.30 

3.5.10 東草野平柳線 12  1,100  1,100  0  100.0  S62.4.30 

3.6.11 月山大家庄線 8  1,940  1,810  130  100.0  S62.4.30 

8.7.1 南北連絡線 5  150  0  0  0.0  S62.4.30 

合 計 路線数 12 － 14,150  8,580  720  65.7  － 

 
 
（４）公園 

朝日町では、都市計画決定された公園はないため、その他の公園の整備状況を見ると、

「棚山ファミリーランド」、「朝日町総合運動公園」、「山崎総合運動公園」など、11 箇

所の公園がある。 

公園全体の計画面積は約 21.9ha、緑化面積は約 12.7ha あり、整備率は 100.0％となっ

ている。 

 

■その他の公園の整備状況 

名 称 
計画 

整備済（㎡） 整備率（％） 
面積（㎡） 緑化面積（㎡） 

舟川新公園 964  585  964  100.0  

三枚橋公園 1,921  596  1,921  100.0  

井ノ口公園 984  477  984  100.0  

金山公園 1,611  629  1,611  100.0  

沼の保公園 2,556 795 2,556 100.0 

棚山ファミリーランド 111,781  78,907  111,781  100.0  

不動堂遺跡公園 8,947  8,771  8,947  100.0  

横尾海浜公園 8,250  3,321  8,250  100.0  

朝日町民公園 3,144  3,144  3,144  100.0  

朝日町総合運動公園 66,359  17,686  66,359  100.0  

山崎総合運動公園 12,116  12,067  12,116  100.0  

合 計（11箇所） 218,633  126,978  218,633  100.0  

 

資料：平成 28年度都市計画現況調査（ただし、国道 8号停車場線については、平成 29年 5月 30日に変更したものを記載） 

資料：朝日町都市公園台帳（平成 28年度末現在） 
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（５）下水道 
朝日町の公共下水道（広義）の整備状況は、全体計画処理面積 530.0ha に対し、整備済

の処理面積 390.0ha と整備率は 73.6％、また、全体計画処理人口 12.1 千人に対し、整備

済の処理人口が 9.1千人と整備率は 75.2％となっている。 

一方、泊都市下水路では、計画面積 37ha に対し、整備済の面積が 37ha と整備率は

100.0％となっている。 

 

■下水道の整備状況 

名 称 

認可計画 整備済 整備率（％） 
最終 

決定年月日 
処理面積

（ｈａ） 

処理区域内

人口(千人) 

処理面積 

（ｈａ） 

処理区域内

人口(千人) 
処理面積 

処理区域内

人口 

公共下水

道(広義) 

464.4 

（530.0) 

10.7 

（12.1) 
390.0 9.1 

84.0 

（73.6) 

85.0 

（75.2) 
H24.12.16 

 

 

 

名 称 

計画 整備済 整備率（％） 
最終 

決定年月日 
延長 

（ｍ） 

面積 

（ｈａ） 

延長 

（ｍ） 

面積 

（ｈａ） 
延長 面積 

泊都市 

下水路 
830  37  837.0  37.0  100.8  100.0  S39.9.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 28年度富山県の都市計画（資料編） 

資料：平成 29年度建設課資料 

※（ ）書きは全体計画値 
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